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3月7日、江府町の早春を飾る

恒例の「奥大山チロルの里全国ス

キーマラソン大会’99」が、大山

鏡ケ成国民休暇村周辺の林間コー

◎スで盛大に開催されました。
昨年は雪不足で中止となり、2

年ぶりの開催となりましたが、第

9回大会となる今年は、地元はも

、こ遥馳・、　、・．、

濾
¶
∵
r

とより全国各地からおよそ300人

の参加がありました。

競技は、30㌔から5㌔までの8

種目と6㌔の歩くスキーがあり、

雨と濃霧たちこめる悪いコンディ

ションのなか、選手は思い思いに

滑走していました。

会場では、江府町婦人団体連絡

協議会のあたたかいだんご汁や陸

上自衛隊隊員のカレー、江府町特

産品振興会の甘酒などがふるまわ

れ参加者に大好評でした。

なお、この模様は山陰放送テレ

ビで30分番組として、2回放映さ

れました。

◎
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前田祝幸（10歳）・寿光くん（14歳）鳥取市

お父さんといっしょに親子3人

ではじめて参加しました。

歩くスキーの部6㌔に挑戦しま

したが、帰りの坂がとてもきつか

ったです。弟が意外にがんばるの

で驚きました。だんご汁がとても

おいしかったので、2杯食べまし

た。来年の参加は…わかりません。

＝成績発表＝
■30キロ（一般男子）

第1位　三好　孝文　（広島県）
第2位　宮本　孝志　（境港市）
第3位　三好　孝之　（広島県）
｛15キロ（一般男子）

第1位　茂上　智之　（佐治村）
第2位　藤原　孝志　（日南町）

第3位　植島　直生　（郡家町）
■10キロ（一般男子）
第1位　小原　輝巳　（米子市）

第2位　松本　朋之　（溝口町）
第3位　三宅　武之　（用瀬町）
■10キロ（一般女子）

第1位　小杉美由紀　（佐治村）
第2位　西村　絢　（米子市）

第3位　吉岡亜樹奈　（兵庫県）
■10キロ（中学男子）
第1位　田渕　那国　（兵庫県）

第2位　坂根　大郷　（京都府）
第3位　石田　大輔　（島根県）
■5キロ（中学女子）
第1位　森山　知歩　（岡山県）

第2位　村上　由香　（岡山県）
第3位　笹問　えり　（日南町）
■5キロ（小学男子）

第1位　日置　健二　（島根県）
第2位　塩見　由之　（日南町）
第3位　三須　裕生　（溝口町）
■5キロ（小学女子）

第1位　遠藤　宏美　（溝口町）
第2位　槙原　歩美　（日南町）
第3位　米田　美紀　（溝口町）

⑥

小西　雅美さん（29歳）兵庫県

トライアスロン仲間8人と

冬期間のトレーニングのた

め、はじめて参加しました。

10㌔に挑戦しましたが、ト

ライアスロンと同じで自分の

精神力の限界を知ることがで

きる瞬間が最高ですね。今回

で自分なりの滑り尤がわかっ

たので、来年は記録を意識し

て再度挑戦してみたいです。

保木本　昭さん（65歳）岡山県

ひとりで倉敷市から来まし

た。今回が2度目ですが、10

㌔に挑戦しました。前半は、

元気でしたが、後半5㌔は歳

を痛感しました。こんな天候

（雨）なので景色が楽しめな

くて残念です。山登りが好き

で、今まで烏ケ山にも何度か

登りました。当然、また来年

も来ます。

▲ガンバレチビッコ
スキーヤー

▲だんご汁テントは大盛況

▲山陰放送のインタビューを受け
る福田町長

▲雪質に合わせ懸命のワックス
がけ作業
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県
知
事
・
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
▼
4
／
日
は

任
期
満
了
に
伴
い
、
鳥
取
県
知
事
選
挙
と
鳥
取
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
が
四
月
十

一
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
の
声
を
県
政
に
反
映
さ
せ
る
大
事
な
選
挙
で
す
。

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

町選
◆お問い合わせ先◆　lコム

務局挙管理委員耳事
（℡75－2211）

不
在
者
投
票
で
き
ま
す

4

投
票
で
き
る
人

ま
ず
、
四
月
十
一
日
に
投
票
で

き
る
人
は
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
る
人
で
、
要
件
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
知
事
選
挙
】

年
齢
要
件
は
昭
和
五
十
四
年
四

月
十
二
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、

住
所
要
件
は
平
成
十
年
十
二
月
二

十
四
日
以
前
に
転
入
届
を
し
た
人
。

（
平
成
十
年
十
二
月
二
十
五
日
か

ら
平
成
十
一
年
一
月
一
日
ま
で
に

転
入
し
た
人
も
含
む
）

【
県
議
選
挙
】

年
齢
要
件
は
昭
和
五
十
四
年
四

月
十
二
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で

住
所
要
件
は
平
成
十
一
年
一
月
一

日
以
前
に
転
入
届
を
し
た
人
。

平
成
十
一
年
一
月
二
日
以
降
に

転
入
届
を
し
た
人
は
前
住
所
で
投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
時
間
は
、
す
べ
て
の
投
票

所
で
午
前
七
時
か
ら
で
す
が
、
終

了
時
間
が
投
票
所
に
よ
っ
て
違
い

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

各
投
票
所
の
終
了
時
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。

第
2
0
　
久
連
公
民
館

第
2
1
　
洲
河
崎
会
館

投
票
の
方
法

投
票
所
へ
は
、
区
長
さ
ん
を
通

じ
て
配
布
す
る
入
場
券
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
入
場
券
に
は
あ
な

た
の
名
前
と
投
票
所
を
記
載
し
て

い
ま
す
。

な
お
、
入
場
券
を
無
く
し
た
場

合
で
も
投
票
は
で
き
ま
す
。
投
票

所
で
そ
の
こ
と
を
受
付
係
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

●

第第第第第第第第第
121110　6　5　4　3　2　1

第第
1614

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

佐
川
会
館

柿
原
活
性
化
施
設

明
倫
小
学
校

池
の
内
会
館

日
ノ
詰
会
館

下
蚊
屋
集
会
施
設

旧
御
机
分
校

実
用
地
区
都
市
農
村
交
流

施
設
月
田
会
館

吉
原
活
性
化
施
設

第
7
宮
市
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

第
8
・
宮
市
原
公
民
館

第
9
助
沢
多
目
的
集
会
施
設

第
13
杉
谷
活
性
化
施
設

第
1
5
中
大
河
原
集
出
荷
施
設

第
1
7
袋
原
公
民
館

第
18
小
原
公
民
館

第
19
下
安
井
会
館

な
お
、
身
体
が
不
自
由
な
た
め

自
分
で
記
入
で
き
な
い
方
は
、
各

投
票
管
理
者
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
場
で
代
理
投
票
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
は
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

◎

と
こ
ろ
で
、
投
票
日
の
当
日
に

旅
行
や
仕
事
な
ど
で
投
票
所
に
行

く
こ
と
の
で
き
な
い
人
は
　
「
不
在

者
投
票
」
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
は
、
知
事
選
挙
が

三
月
二
十
五
日
か
ら
、
県
議
選
挙

が
四
月
二
日
か
ら
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
四
月
十
日
ま
で
の
、
毎
日
、
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時
ま

で
、
役
場
南
庁
舎
一
階
の
　
「
不
在

者
投
票
所
」
　
で
受
け
付
け
ま
す
。

不
在
者
投
票
を
希
望
さ
れ
る
人
は

入
場
券
を
ご
持
参
下
さ
い
。

手
続
き
は
理
由
欄
の
該
当
す
る

も
の
に
○
印
を
す
る
だ
け
、
印
鑑

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
投
票
に
は
　
「
郵
便
に
よ

る
不
在
者
投
票
制
度
」
や
「
代
理

投
票
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の
で
、

詳
し
く
は
江
府
町
選
挙
管
理
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
票
の
日
時
・
場
所

▼
日
時
　
四
月
十
一
日
田

午
後
八
時
五
十
分
～

▼
場
所
　
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
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第
2
圃
「
同
和
問
題
・
人
権
問
題
等
啓
発
作
文
・
標
語
」
入
賞
作
品
紹
介
◎

小
学
校
の
部
・
標
語

優
　
秀

江
尾
小
二
年
　
す
み
だ
　
あ
き

「
な
く
そ
う
よ
な
か
ま
は
ず
れ
や
い
じ
め
の
気
も
ち
」

中
学
校
の
部
・
作
文

優
　
秀

江
府
中
一
年
　
白
石
祐
子

人
権
を
守
る

私
は
、
夏
休
み
の
あ
る
日
、
テ

レ
ビ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
を
見

て
い
て
、
心
に
残
っ
た
事
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
の
、
番
組
の
テ
ー
マ
は
「
盲

導
犬
を
連
れ
て
い
る
人
に
と
っ
て

何
が
不
便
か
。
そ
し
て
、
ど
う
し

て
も
ら
う
と
助
か
る
の
か
。
」
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
の
番
組
で
は
、
盲
導
犬
を
連

れ
て
い
る
方
の
気
拝
を
理
解
し
て

そ
の
人
が
歩
く
の
に
不
便
で
、
私

達
が
直
し
て
い
か
な
い
と
い
け
な

い
事
を
み
つ
け
て
い
く
実
験
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
実
験
で
は
、
目

が
不
自
由
で
は
な
い
二
人
の
人
が

ア
イ
マ
ス
ク
を
つ
け
、
盲
導
犬
を

連
れ
、
目
が
不
自
由
な
方
と
同
じ

状
態
に
な
り
、
街
を
歩
い
て
行
く

の
で
す
。
そ
し
て
、
一
人
は
電
車

を
使
っ
て
、
も
う
一
人
は
バ
ス
を

乗
り
つ
い
で
目
的
地
へ
向
か
う
と

い
う
実
験
で
し
た
。
実
験
は
最
初

か
ら
と
ま
ど
い
で
し
た
。

ま
ず
、
電
車
・
バ
ス
に
乗
る
た

め
に
、
ど
ち
ら
の
方
向
に
向
か
っ

て
歩
い
て
い
け
ば
い
い
の
か
わ
か

ら
ず
、
そ
の
場
で
行
き
交
う
人
に

聞
こ
う
と
す
る
の
で
す
が
ど
こ
に

人
が
い
る
の
か
も
目
が
見
え
な
い

の
で
分
か
り
ま
せ
ん
。
大
き
な
声

を
出
し
て
聞
い
て
も
、
気
づ
く
人

や
た
ち
止
ま
る
人
も
少
な
く
、
ず

っ
と
動
け
ず
、
止
ま
っ
た
ま
ま
で

し
た
。
ま
た
、
横
断
歩
道
で
も
信
号
が

分
か
ら
な
い
の
で
、
周
り
の
音
や

信
号
機
の
　
「
パ
ッ
ポ
ー
、
パ
ッ
ポ

ー
」
と
い
う
音
で
わ
た
る
の
を
判

断
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
が

都
会
で
は
、
周
り
の
車
の
騒
音
が

大
き
い
た
め
分
か
り
に
く
か
っ
た

り
、
信
号
機
に
よ
っ
て
は
、
音
が

付
い
て
い
る
の
が
無
い
所
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
自
分
で
判

断
し
て
わ
た
る
し
か
な
い
の
で
す
。

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
横
断
歩
道

を
わ
た
ろ
う
と
、
赤
か
ら
青
に
か

わ
る
の
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。
す

る
と
、
盲
導
犬
を
連
れ
て
い
る
人

は
、
ま
だ
青
に
か
わ
っ
て
い
な
い

の
に
、
横
断
歩
道
を
わ
た
ろ
う
と

歩
き
は
じ
め
ま
し
た
。

そ
れ
を
み
て
い
て
待
っ
て
い
た
近

く
の
方
が
、
「
ま
だ
で
す
よ
。
」

と
、
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
の
ま
ま
、
教
え
て
く
だ
き

ら
な
か
っ
た
ら
、
そ
の
盲
導
犬
を

連
れ
て
い
る
人
は
、
車
に
ひ
か
れ

る
所
で
し
た
。
危
な
か
っ
た
で
す
。

本
当
に
、
教
え
て
く
だ
き
っ
て
良

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
以
外
に
も
、
道
を
歩
い
て

い
る
時
に
「
放
置
自
転
車
」
が
あ

る
と
、
と
て
も
困
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
盲
導
犬
は
、
そ
う
い
う
障

害
物
を
よ
け
ら
れ
る
よ
う
に
訓
練

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、
盲
導

犬
を
連
れ
て
お
ら
れ
な
い
方
が
と

く
に
困
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
に
、
盲
導
犬
は
車
道
と
歩
道
の

高
さ
の
ち
が
う
所
は
大
丈
夫
だ
け

ど
大
通
り
か
ら
中
に
入
っ
た
段
差

が
無
い
よ
う
な
所
は
危
な
い
よ
う

で
す
。
こ
う
考
え
て
み
る
と
、

「
と
て
も
盲
導
犬
の
じ
ゃ
ま
に
な

る
障
害
物
な
ど
が
多
い
な
あ
。
」

と
、
感
じ
ま
す
。

特
に
盲
導
犬
で
感
心
し
た
の
は

盲
導
犬
は
、
バ
ス
・
電
車
に
乗
る

と
空
い
て
い
る
席
を
探
し
て
、
目

が
不
自
由
な
方
を
座
ら
せ
て
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
目
が
不
自
由
な
方
が
、
座
る

と
き
ち
ん
と
そ
の
方
の
足
の
下
に

盲
導
犬
も
座
っ
て
静
か
に
し
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
歩
道
橋
の
階
段
を
あ
が

る
時
に
も
、
階
段
の
前
で
き
ち
ん

と
止
ま
っ
て
、
階
段
が
あ
る
こ
と

を
教
え
て
か
ら
、
あ
が
り
始
め
ま

す
。
私
は
初
め
て
知
っ
た
の
で

「
す
ご
い
な
ぁ
。
」
と
、
思
い
ま

し
た
。こん
な
に
、
盲
導
犬
が
大
切
な

の
に
、
ま
だ
盲
導
犬
が
た
り
な
い

と
い
う
事
を
、
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
小
さ
い
時
か
ら
き
ち
ん

と
訓
練
し
て
、
す
ご
く
気
を
使
っ

て
し
つ
け
を
し
た
り
し
な
い
と
い

け
な
い
の
で
、
そ
ん
な
に
た
く
さ

ん
の
盲
導
犬
を
育
て
ら
れ
な
い
そ

◎

う
で
す
。
盲
導
犬
を
育
て
る
の
も

と
て
も
大
変
な
こ
と
で
あ
り
、
と

て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

盲
導
犬
を
連
れ
て
お
ら
れ
る
方

が
、
道
を
た
ず
ね
る
と
、
快
よ
く

教
え
て
下
さ
る
方
。
と
て
も
、
助

か
り
、
喜
ば
れ
る
と
思
い
ま
す
。

私
達
が
、
普
段
気
が
つ
か
な
い

よ
う
な
す
ご
く
小
さ
な
事
が
目
の

不
自
由
な
方
に
と
っ
て
大
変
な
事

だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
道

で
困
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
お
ら
れ

た
ら
自
分
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る

よ
う
な
人
が
増
え
て
い
く
と
い
い

で
す
。
私
も
、
心
が
け
た
い
と
思

い
ま
す
。

盲
導
犬
を
連
れ
て
お
ら
れ
る
目

の
不
自
由
な
方
々
や
、
そ
の
他
の

い
ろ
い
ろ
不
自
由
な
方
た
ち
が
生

活
し
や
す
く
、
健
常
者
と
か
わ
り

な
く
生
活
で
き
て
困
っ
た
事
が
な

い
よ
う
に
す
る
事
が
、
不
自
由
な

方
々
の
人
権
を
守
る
事
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

先
月
号
の
　
「
同
和
問
題
・
人
権
問
題

啓
発
標
語
」
　
の
作
者
の
お
名
前
が
間
違

っ
て
い
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。

（
誤
）
　
か
め
だ
　
き
よ
さ
ん

（
正
）
　
か
め
だ
　
ま
よ
さ
ん
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u性の視点で町執行部に
胃闇・摸索

一一日口性議会開会～

女
性
に
も
積
極
的
に
町
行
政
に
参
画
し
て
も
ら

お
う
と
、
二
月
二
十
八
日
、
一
日
女
性
議
会
が
役

場
議
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

一
日
女
性
議
員
は
、
公
募
に
応
じ
た
三
輪
典
子

さ
ん
　
（
下
安
井
）
、
中
川
ユ
ミ
子
さ
ん
　
（
富
市
）

の
二
人
に
姑
会
、
l
A
江
府
女
性
会
、
商
工
会
婦

人
部
、
保
育
園
や
小
中
学
校
保
護
者
会
な
ど
の
団

体
か
ら
選
ば
れ
た
十
三
人
。

こ
の
日
は
5
人
が
そ
れ
ぞ
れ
質
問
に
立
ち
、
教

育
や
町
の
活
性
化
事
業
、
介
護
保
険
制
度
や
日
野

病
院
な
ど
の
福
祉
医
療
問
題
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
汚

染
や
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
の
環
境
問
題
な
ど
、
女
性

な
ら
で
は
の
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
質
問
や
提
案

が
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
答
弁
者
の
福
田
町
長
を
は
じ
め

町
執
行
部
は
、
本
会
議
さ
な
が
ら
に
町
の
現
状
や

見
通
し
・
計
画
な
ど
細
か
く
丁
寧
に
説
明
し
ま
し
た
。

▲質問する一日女性議員

第
四
回
池
の
内
老
人
ク
ラ
ブ
常
盤
台

□
佐
郡
作
品
展
開
催

～
白
幡
の
作
品
を
展
示
拇
露
†

◎

▲実践さながらに訓練する消防団員

江
府
消
防
署
・
町
消
防
団
・
美
用
自
衛
消
防
隊

合
同
夜
間
訓
練
行
う

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

期
間
中
の
三
月
四
日
、
江
府

消
防
署
・
町
消
防
団
・
実
用

自
衛
消
防
隊
が
、
合
同
で
夜

間
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
よ
り
非
常
時
に

近
い
条
件
で
訓
練
す
る
た
め

消
防
団
貝
に
は
日
時
・
場
所

を
知
ら
せ
ず
抜
き
打
ち
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

●

訓
練
は
、
実
用
地
区
都
市
農
村

交
流
施
設
付
近
か
ら
出
火
し
た
と

の
想
定
で
ス
タ
ー
ト
。
ま
ず
、
自

衛
消
防
隊
が
機
敏
に
初
期
消
火
に

あ
た
り
、
続
い
て
町
消
防
団
そ
し

て
江
府
消
防
署
が
到
着
し
、
連
携

プ
レ
ー
を
図
り
な
が
ら
消
火
に
あ

た
り
ま
し
た
。

三
月
十
四
日
、
池
の
内
会
館
で

池
の
内
老
人
ク
ラ
ブ
常
盤
会
の
女

性
部
（
部
長
　
加
藤
昌
子
さ
ん

会
員
二
十
六
名
）
　
の
内
有
志
で
つ

く
る
「
ひ
ま
わ
り
の
会
」
が
、
今

年
で
四
回
目
の
作
品
展
を
開
催
し

ま
し
た
。

ひ
ま
わ
り
の
会
に
は
、
六
科
目

（
料
理
・
手
芸
・
お
茶
・
書
道
・

民
謡
・
生
花
）
　
が
あ
り
、
冬
の
農

閑
期
に
そ
れ
ぞ
れ
通
信
教
育
で
学

ん
だ
書
道
や
、
生
け
花
の
加
藤
美

和
子
先
生
　
（
来
生
流
）
　
の
指
導
に

よ
る
作
品
な
ど
を
展
示
し
、
見
学

者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

ま
た
、
料
理
や
お
茶
な
ど
も
振

る
舞
わ
れ
、
日
頃
の
学
習
の
成
果

を
も
ち
よ
っ
て
発
表
し
た
り
と
親

睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
加
藤
部

長
さ
ん
は
、
「
今
年
で
四
年
目
に

な
り
ま
す
が
、
女
性
だ
け
で
な
く

男
性
か
ら
の
出
品
も
あ
り
ま
す
。

年
々
出
品
数
が
増
え
て
い
ま
す
」

と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
作
品
展
に
協
賛
し
て
、
池

の
内
の
小
田
隆
さ
ん
が
　
「
地
域
の

方
に
本
物
の
作
品
を
見
て
も
ら
お

◎

う
」
と
『
郷
土
に
ゆ
か
り
の
文
人

作
家
の
作
品
展
を
企
画
』
。

高
浜
虚
子
が
池
の
内
地
区
の
俳

句
愛
好
者
に
寄
せ
た
手
紙
や
、
米

子
市
長
を
務
め
た
野
坂
寛
治
氏
の

松
と
竹
を
描
い
た
日
本
画
な
ど
、

地
区
住
民
が
大
切
に
保
存
し
て
い

る
郷
土
ゆ
か
り
の
文
人
ら
の
作
品

十
五
点
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

▲多数の作品が並べられました
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囁匿風亀注

⑳

川
上
充
親
さ
ん
（
小
原
）
今
年
の
新
嘗
祭

献
穀
者
に
決
ま
る
！

三
月
四
日
、
鹿
野
町
で
新
嘗
祭
供
御
献
穀
斎
田
種
子
引
渡

し
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
嘗
祭
は
豊
作
を
祝
い
収
穫
さ
れ

た
穀
物
を
天
皇
に
献
上
す
る
儀
式
で
す
。

今
年
こ
の
献
穀
者
に
小
原
の
川
上
充
親
さ
ん
が
、
こ
れ
ま

で
の
稲
作
へ
の
取
組
状
況
や
品
質
な
ど
が
認
め
ら
れ
選
ば
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
、
江
府
・
鹿
野
町
そ
れ
ぞ
れ
町
長
立
会
い
の
も
と

前
年
献
穀
者
の
鹿
野
町
岩
竹
芳
雄
さ
ん
か
ら
川
上
充
親
さ
ん

に
稲
の
種
子
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

川
上
さ
ん
は
、
今
後
県
な
ど
か
ら
肥
培
管
理
の
指
導
を
受

け
四
月
の
播
種
式
、
五
月
の
田
植
え
式
、
九
月
の
抜
き
穂
式

な
ど
を
へ
て
、
十
月
二
十
日
頃
、
皇
居
で
献
穀
の
予
定
で
す
。

神戸の障害者
∨鏡ケ成でスキー教室

〇

二
月
十
九
日
か
ら
三
日
間
、
鏡
ケ
成

ス
キ
ー
場
で
神
戸
市
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

協
会
主
催
の
ス
キ
ー
教
室
が
開
催
さ
れ

十
五
名
の
方
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
本

町
か
ら
も
ス
キ
ー
学
校
の
指
導
員
を
派

遣
し
て
お
手
伝
い
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
中
に
は
、
全
く
ス
キ
ー
経

験
の
な
い
五
十
八
歳
の
全
盲
の
女
性
も

お
ら
れ
ま
し
た
が
、
最
終
日
に
は
見
事

に
自
力
滑
走
さ
れ
、
コ
ー
チ
た
ち
を
感

激
さ
せ
て
い
ま
し
た
。
帰
神
後
神
戸
市

長
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
礼
状
が
届
き
、

江
府
町
と
神
戸
市
の
交
流
の
輪
が
い
っ

そ
う
広
が
っ
た
ス
キ
ー
教
室
で
し
た
。

▲みんなの応援ですぐにスキーが上達しました

㊥

三
月
十
日
、
江
府
町
特
産
品
研

究
加
工
施
設
で
、
江
府
町
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
　
（
福
田
昭
子
会

長
）
会
員
の
指
導
に
よ
り
男
性
を

対
象
に
料
理
教
室
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
二
十
代
か
ら
六
十

代
ま
で
の
二
十
人
。
今
ま
で
ほ
と

ん
ど
包
丁
を
も
っ
た
こ
と
の
な
い

人
か
ら
慣
れ
た
手
つ
き
の
本
格
派

ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

栄
養
士
の
加
藤
敦
子
さ
ん
か
ら

生
活
習
慣
病
予
防
の
食
事
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
後
、
き
っ
そ
く

調
理
に
か
か
り
ま
し
た
。
本
日
の

メ
ニ
ュ
ー
は
、
肉
じ
ゃ
が
や
ツ
ナ

入
り
に
ら
の
お
浸
し
な
ど
四
品
。

一
時
間
半
ほ
ど
．
で
出
来
上
が
り
、
試
食
し
た
参

加
者
は
、
思
わ
ぬ
出
来
ば
え
「
お
い
し
い
」
を

連
発
し
て
い
ま
し
た
。

▲熱心に調理する参加者

高齢者も大爆笑！
貝田でなごやかに敬老会

高
齢
者
の
長
寿
を
祝
う
貝
田
敬

老
会
が
三
月
十
四
日
、
貝
田
会
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
月
田
集
落
の
婦
人
会

と
若
い
人
た
ち
で
つ
く
る
グ
ル
ー

プ
松
和
会
が
毎
年
行
っ
て
い
る
も

の
で
、
こ
の
日
は
集
落
内
七
十
五

歳
以
上
の
高
齢
者
二
十
人
が
出
席
。

開
会
に
あ
た
り
松
和
会
の
岡
田

延
寿
会
長
が
「
い
つ
ま
で
も
、
元

気
で
私
た
ち
の
手
本
で
い
て
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
婦
人
会
の

手
作
り
料
理
で
乾
杯
の
後
、
恒
例

の
演
芸
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
貝
田

分
校
の
児
童
も
ま
じ
っ
て
歌
あ
り

踊
り
あ
り
時
代
劇
あ
り
。
特
に
せ

り
ふ
や
カ
ツ
ラ
の
飛
ぶ
大
活
劇
水

戸
黄
門
に
は
、
見
て
い
る
観
客
も

大
爆
笑
で
し
た
。

▲爆笑の渦につつまれた水戸黄門
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転
出
の
場
合
は

転
出
証
明
書
を

そ
の
他
の
手
続
き

町
外
に
転
出
す
る
と
き
は
、
転
出
証
明
書

が
必
要
で
す
。
転
出
証
明
書
は
、
あ
ら
か
じ

め
町
民
課
の
窓
口
で
交
付
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
証
明
書
を
持
っ
て
、
新
し

い
住
所
地
の
市
区
町
村
役
場
で
転
入
し
た
日

か
ら
十
四
日
以
内
に
転
入
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、

転
出
先
の
正
確
な
住
所
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。

つ聖霊ン，す

転
入
の
場
合
は
転
入
届
を

春は転勤や入学、就職などで引っ越しをする人が多くなり

ます。忙しさに追われつい忘れがちなのが、転入や転出を

伴う届け出です。

手続きを忘れると、選挙に参加できなかったり、国民年金

を受け取れなくなるなどの不都合か生じることがあります。

届け出は必ず済ませましょう。

■問い合わせ先

町民課（℡75－2211）

江
府
町
へ
住
み
は
じ
め
て
か
ら
十
四
日
以

内
に
、
町
民
課
窓
口
に
転
入
届
を
し
て
く
だ

さ
い
。
届
け
出
の
際
に
は
、
旧
住
所
地
の
市

区
町
村
役
場
で
交
付
を
受
け
た
転
出
証
明
書

と
印
鑑
・
年
金
手
帳
　
（
国
民
年
金
加
入
者
の

み
）
　
が
必
要
で
す
。

転
出
さ
れ
る
人
で
、
印
鑑
登
録
を
し
て
い

る
人
は
登
録
証
　
（
赤
の
カ
ー
ド
）
　
を
、
国
民

健
康
保
険
の
加
入
者
は
国
民
健
康
保
険
証
を

国
民
年
金
の
加
入
者
は
年
金
手
帳
を
お
持
ち

の
う
え
、
そ
れ
ぞ
れ
変
更
の
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。

町
内
で
の
転
居
も
届
け
出
を

忘
れ
が
ち
で
す
が
、
町
内
で
転
居
さ
れ
た

場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

●

学
校
の
在
学
証
明
書

児
童
・
生
徒
の
い
る
家
庭
で
は
、
通
学

中
の
学
校
で
在
学
証
明
書
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
証
明
書
は
、
新
し
い

学
校
へ
の
転
校
手
続
き
に
必
要
で
す
。

運
転
免
許
証
の
変
更

運
転
免
許
証
の
住
所
変
更
の
手
続
き
は

新
し
い
住
所
の
警
察
署
ま
た
は
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た

自
動
車
を
お
持
ち
の
人
は
、
所
轄
の
陸
運

支
局
で
住
所
変
更
の
登
録
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

郵
便
局
へ
の
転
居
届

郵
便
局
へ
住
所
変
更
届
を
す
る
と
、
一

年
間
は
転
居
先
に
郵
便
物
を
転
送
し
て
も

ら
え
ま
す
。

水
道
の
届
出

引
っ
越
し
の
際
、
特
に
忘
れ
が
ち
な
の

が
水
道
の
届
け
出
で
す
。

転
出
さ
れ
た
人
が
休
止
の
届
け
出
を
し

な
か
っ
た
た
め
に
、
転
出
後
も
水
道
料
金

の
請
求
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
転

入
・
転
出
の
際
は
、
必
ず
建
設
環
境
課
（
℡

⑲
3
3
0
1
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎

エネルギー………226Kacl

カルシウム…………207mg

塩分…………………0．9g

江府町食生活改善推進協議会

◎

チャレンジ・クッキング
～豆腐ステーキ～

食談恭啓巧め

〔材料〕4人分
●もめん豆腐……600g　◆作り方

●小麦粉……………適宜　○豆腐は半分に切り、さらに2cmの厚さに
●サラダ油……大さじ2　　切り、布巾の上に並べて水気を切る。

●大根……………200g　◎フライパンに泊を熟し、豆腐に小麦粉を

●青ねぎ……………15g　　つけながら並べ、両面をきつね色に焼く。

●削りかつお………1袋　◎器に豆腐を盛り、おろし大根、かつお、

●しょうゆ…大さじ1毎　小口切りのねぎを添える。　　提供
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お　知　ら　せ

月日 時　　　　　　 間 場　　　　　 所

4

13 20～13 35 下　 安　井　 会　館

13 45～13 50 荒　 田　 会　 館

14 00～14 05 洲　 河　崎　 会　館

月 14 15～14 35 チロルの里交流センター
8 14 45～15 00 池　 の　 内　会　館
日
休）
15 05～15 10 尾 の 上 原 会 館
15 15～15 25 畑 ケ田バス停前

15 35～15 40 深　 山　口　会　館

4

13 20～13 30 宮市構造改善センター

13 35～13 45 宮 市 原 公 民 館

13 55～14 00 助沢多目的集会施設

月 14 05～14 10 下蚊屋集会施設
9 14 20～14 25 小　 原　公　 民　館
日 14 35～14 45 実用地区都市農村交流施設
（金） 14 55～15 00 御　 机　公　 民　館

15 10～15 20 杉谷活性化施設

4
月

13 00～13 20 明　　 通　　 館

13 30～13 40 貝　 田　 会　 館

14 00～14 10 吉原活性化施設

14 15～14 20 西　成　公　 民　館

13 14 25～14 35 袋　原　公　 民　館
日 14 45～14 50 林原活性化施設
炊） 15 05～15 25 佐　 川　 会　 館

15 35～15 55 江　府　 町　役　場

D対　象

◎登　録

◎注　射

【】手数料

登録手数料
注射済証交付
注　射　料

生後91日以上の飼犬のうち未登

録の犬

生後91日以上のすべての飼犬

（登録は生涯1回です）

（新規登録の犬）（登録活の犬）
3，000円
550円　　　　　550円

2，400円　　　2，400円

計　　　　　5，950円　　　2，950円

●　手数料はおつりのいらないようにお願いします。

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

日 26 25 24 26 25 27 25 25 22 25 24 23

曜 日 月 火 木 月 水 月 月 木 水 火 木 木

次の場合は届け出が必要ですので

役場福祉保健課（75－32か）までご連絡下さい。

●犬が死亡等でいない場合

●犬を譲渡する場合

●所有者の氏名及び住所の変更をする場合

●所有者を変更する場合

9

（大学卒業程度・平成11年6月採用予定）
試　験　区　分 採用予定音数
社会福祉

■受験資格：昭和44年4月2日から昭和52年4月
1日までに生まれた人
社会福祉主事としての任用資格を有
する人など。
詳しくは問い合わせ先まで

『受　付　期　間：平成11年3月18日（木）～4月9日（金）
｛第一次試験日：平成11年4月18日（日）
■試験の場所：●鳥取県庁講堂（鳥取市東町一丁目2劫）

●米子市福祉保健総合センター（ふれ
あいの里）（米子市錦町1－139－

3）

■受験案内・申込書の配布場所
′　鳥取県庁受付・中部及び西部県税事務所㌧八頭及び
日野地方農林振興局・東京及び大阪事務所等
■郵便による請求方法
速達により下記の問い合わせ先に請求して下さい。
なお、350円分の切手を貼った宛先明記の返信用封
筒（定形）を必ず同封して下さい。
●お問い合わせ先
鳥取県人事委貞会事務局
〒680－8570　鳥取市東町一丁目271

保健所からのお知らせ

保健所における一般健康診断が廃止されます。
米子保健所及び米子保健所根雨支所において実施さ
れております、一般健康診断が10年度未で廃止されます。
就職用の健康診断、事業所検診などで利用いただい
ておりましたが、廃止に伴い、4月1日以降の一般健
康診断は、下記の医療機関で受診していただくことに
なります。
実施日、実施期間、料金は、それぞれ違いますので、
直接医療機関にお問い合わせください。
■財団法人　鳥取県保健事業団西部本部
所在地　米子市旗ケ崎7－6－1
電話番号　0859－29－3111
実施日　毎月　第2、4週　火曜日

（祝祭日・年始は振替指定日になります）
その他　予約が必要です。
『一般病院（鳥取大学付属病院を除く）
■医　　院　　■診療所
◎お聞合せ先　米子保健所根雨支所（℡72－0041）

『職業能力開発の相談
中高年求職者等の方の、再就職の促進や職業能力
の開発・向上を図るための相談を受け付けています。
相談日　原則として　毎週月・水・金曜日

●特別訓練奨励金
所定の要件を満たす中高年求職者等の方が、再就
職のための訓練を受講した場合、奨励金が支給さ
れます。

■問い合わせ
ポリテクセンター米子
米子市古豊千520番地　℡0859－27－0111
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適度なスポーツをしよう

運動不足はまず足を

弱らせます。健康に

過ごすためにも、適

度なスポーツを田課　も

にしましよう。そし

てストレス解消にも

役立たせましょう。

あくまで“自分流”
人目を気にして、自

分のやりたいことが

できないなんて・・・。

マニュアルなんてい　け

リません。何事もあ

なた白身が主役にな、l

ってください。自分

の楽しいこと、好き

なことを極めてみま

しょう。

ジョークは絶好の頭脳トレーニング

日本人はまじめすぎ

て、おもしろ味がな

い…といわれます。

ジョークは、出すタ

イミングや話の中身

など、その人の質が

問われる大人のゲー

ムのようなもの。頭

の体操にも、もって

こいです。

⑳

趣味を持とう！

熱中できる趣味かあ

ると、気持ちや生活

にハリや目的が生ま

れてきます。同じ趣

味を持つ仲間との会

話も弾んで、楽しく

なりますよ。

ぜ

好奇心を持とう！

いろいろなことに興

味を持つ。その好奇

心こそか、感性を若々

しく保つために必要

不可欠なもの。もっ

と知りたい…と思う

熱い気持ちを忘れな

いで‥・。

仕
事
や
子
育
て
を
卒
業
し
た
ら
、

な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
が
こ
れ
か
ら
の
人
生
の
大
き

加
齢
を
華
麗
に
～
第
二
の
人
生
を
楽
し
む
◎
の
ア
イ
デ
ア
～

い
か
に
カ
ツ
コ
よ
く
、
楽
し
く
、
明
る
く
、
毎
日
を
過
ご
す
か
…
…
。

4月から、医療機関の窓口で支払う老人医療

の一部負担金が次のとおりになります。

●外来　　受診1匝1530円

（同じ医療機関ごとに1ケ月4回まで負担）

●入院　1日　1，200円

●薬剤一部負担金

処方を受けた種類数に応じた額（従来どおり）

J

老人保健　今月の医療費（12月診療分）

対象者数 （人） 総医療費（10割）（円） 一人当た り医療費 く円）

国　 保 5 18 2 8 ，8 6 5 ，4 8 0 5 5 ，7 2 4

社　 保 3 9 4 2 0 ，14 0 ，9 8 6 5 1，1 1 9

計 9 12 4 9 ，0 0 6 ，4 6 6 5 3 ，7 3 5
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今
月
は
、
日
野
病
院
の
科
目
別
の
受
診
日

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
1
）
　
受
付
時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
十
一
時
三
十
分
。

午
後
は
二
時
か
ら
四
時
ま
で
。
（
耳
鼻
咽

喉
科
は
午
後
三
時
ま
で
の
受
付
で
す
）

（
2
）
休
診
日

日
曜
・
祝
日
・
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
一

月
三
日
・
八
月
十
四
日
・
十
五
日
。

人、の動き
◎お誕生おめでとう

∵
∴
∵

朗
男
女
男
男

軋
奨
韓
射
観

す
珠

（住所）（氏
新　道　生田

口
　
　
林

山
東
梅

佐　川

佐　川

武　庫

◎ご結婚を祝します

掌冠笠妄）芸≡市から
◎ごめい福を祈ります

（住所）（氏　名）（年齢）（世帯主）

佐　川　下村　矛雄　84歳　　道夫

宮市原　渡部美千栄　86歳　　勇

鳥取総合情報誌　　（垂頭）

察柑馴「Ou
役場総務課で発売中。一部300円

◎

（
3
）
　
急
患

急
患
は
、
休
診
日
・
夜

間
に
か
か
わ
ら
ず
対
応

し
ま
す
。

（
4
）
　
外
来
診
療
日

下
記
の
外
来
診
療
表
に

よ
り
ま
す
。

（
5
）
保
険
証
の
確
認

初
診
時
・
月
初
め
は
保

険
証
を
確
認
し
ま
す
の

で
、
必
ず
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

（
6
）
　
人
間
ド
ッ
グ
な
ど

人
間
ド
ッ
グ
な
ど
各
種

健
康
診
断
も
行
っ
て
い

ま
す
。

詳
し
く
は
日
野
病
院

（
℡
七
二
－
〇
三
五
こ

へ
お
聞
合
せ
く
だ
さ
い
。

ー日野病院外来診療表一
〇印診療日

　　 曜 日

科別

月 火 水 木 金 土 備　　　　 考

内

科

総 合 内 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午後 ○ ○ ○ ○ ○

第 二 内 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

鳥取大学 の消化器（

肝臓・胃・腸）の専門

医が診療します午後 ○ ○ ○ ○ ○

脳 神経 内 科
午前 ○ 鳥取大学の専門医が

診療 します午後 ○

外

科

一 般 外 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午後 ○ ○ ○ ○ ○

第 二 外 科

甲状腺・乳腺（火）

心臓 ・血管（土）

午前 ○ ○ 甲状腺・乳腺は第1・第3火曜

日心臓・血管は毎週土曜日
備二梱桝創月・柏の一掛附も班し抑午後

脳 神 経 外 科 千野

午後

○ 鳥取大学の専門医が

診療 します

整　 形　 外　 科
午前 ○ ○ ○ ○ ○ 水曜・金曜 日は鳥取

大学の専門医の診療

になります午後

耳 鼻 咽 喉 科 午前 ○ ○ 鳥取大学の専門医が

診療 します午後 ○ ○

眼　　　　 科
午前 ○ ○ 鳥取大学の専門医が

診療 します午後

泌　 尿　 器　 科
午前 ○ 鳥取大学の専門医が

診療 します午後

⑳ ⑳　 ⑳　 ⑳　　　　　 3 月分

事 業 所 名 住 所 地 職　　 種 ・－ 年 齢 賃　　 金 就業時間

男子 （有）江　川　 組 江尾47－9 土 木　 一　 般 18′〉55 168，000～350，000 8：00′〉16：45
女子 （有）江　川　組 江尾47－9 土 木　 一　 般 18′〉55 148，000～200，000 8：00′〉16：45

L 」＿＿阜車型盲掛こ関する問い合わせ先　米子公共職業安定所根雨出張所 （TEL72－0065）

※町報掲載時までに充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。

「
ス
キ
ー
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
、

天
気
さ
え
良
け
れ
ば
半
分
、
い

や
八
割
は
成
功
し
た
よ
う
な
も

の
だ
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
▲

こ
の
大
会
は
特
色
を
生
か
し
た

イ
ベ
ン
ト
で
町
の
活
性
化
を
と

八
年
前
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
▲
今
年
は
好
天
で
は
．
な
く
、

超
荒
天
。
無
常
に
も
雨
と
深
い

霧
で
、
み
ん
な
ズ
ブ
濡
れ
。
お

世
辞
に
も
ス
キ
ー
や
景
色
を
楽

し
む
な
ど
と
い
う
雰
囲
気
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
雨
を
避
け
写
真

撮
影
し
て
い
る
の
に
ど
う
し
て

も
カ
メ
ラ
は
滞
れ
曇
る
。
首
筋

を
伝
う
雨
水
は
冷
た
く
背
中
は

ゾ
ク
ゾ
ク
。
手
が
か
じ
か
ん
で

フ
イ
ル
ム
交
換
も
ま
ま
な
り
ま

せ
ん
▲
こ
ん
な
中
、
懸
命
に
コ

ー
ス
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
、

安
全
な
レ
ー
ス
の
た
め
に
何
日

も
前
か
ら
作
業
さ
れ
た
大
会
役

員
の
苦
労
は
並
大
抵
じ
ゃ
あ
り

ま
せ
ん
。
選
手
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
す
る
と
必
ず
大
会
関
係
者
へ

の
感
謝
の
言
葉
が
返
っ
て
き
ま

し
た
。
大
会
関
係
者
の
心
意
気

が
、
こ
ん
な
天
気
だ
か
ら
こ
そ

よ
け
い
参
加
者
に
伝
わ
っ
た
。

天
気
は
悪
く
て
も
、
ケ
ガ
人
も

無
く
、
そ
ん
な
気
持
ち
の
交
流

が
あ
れ
ば
、
二
割
ど
こ
ろ
か
十

割
の
大
成
功
で
は
な
か
っ
た
か

と
思
い
ま
す
。
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毎日子供たちから元気を専らっています。

日南町立山上小学校教員

篠田　詩子　さん（小江尾・24歳）
●仕事について教えてください。

2年生の担任をしています。みんなとても明るく元気で楽しいクラスです。私も負けないように頑張

っています。ただ忙しく時間がないので子供たちとあまり遊べないのが残念です。

祖父が教員だったので親しみを感じていたのと、子供といっしょに自分も考えたり、挑戦したりして

成長できればと思いこの仕事を選びました。とても気にいってます。

●趣味を教えてください。

読書と音楽鑑賞、それにコンピューターのインター

ネットです。読書は、ノンフィクション物や詩か多

いです。特にトリイ・へイデンの作品はあすすめで

す。インターネットでは、イラストを見たりしてい

ます。

●これからどんなことかしてみたいですか。

海外旅行です。南の島でどっぷりトロピカルムード

に浸りたいと思っています。

●江府町にのぞむことは？

自然を大事にして、だれもガ住みやすい、街路樹の

あるようなきれいな町になってほしいと思います。 ▲大人気の篠田先生　子供たちといっしょにハイポーズ

犀室萱発行／江府町役場　完認識㌍深日慧話語禁書翳5編集／総務課印刷／富士印刷（有）
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